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1　緒　言

　小児の身体発育は個々の小児自身のもづ先天的因子に

加え℃1罹病や栄養摂取状況などめ後天的因子ゐ影響を

受げ苓こどば周知めとおりであ多d、・ごれらΦ肇天的因子

は舜母親をはじあとじた養育態度によら1で形成されるご

とが多いので，これらは養育実態そのものとみなしても

過普ぞはないと思われる計ぞれ故に 1』小児の身体発育状

態を観察5詳価ずるごとは許単に小児自身の健康状態の

評価覇定にと亨まらず1小見に対ずぢ養育駅鱗の評価判

定に直結じ亡“お童要な役目をもってい敏といえるぴず

なわぢジ 小児φ身体発育状態を判定するごどば小児の健

康菅理上有益な指標を我々に呈示してくれる乙とになる乙

そのことは，対象が個人ひとりであっても，集団として

の小児宅あっても全く同じ意義をもっており・特に・そ

の対卑牟ある地域¢）小児集団を他孝す多ものであるなら

1ざ尋鱒警桝る娯興鐸嘩寒碑要得がll
かりす参り，季り対象匿対してギ璽よう望養育が望まし

ゆ轡討す聾とが嫡轡小見保餌動に昏1って

舳鱒糀簿てく軽・さ、轄溌鰍態の騨を
麟鱒方郷郷轄価）嘩づい亡罪楓燐群
は，曇鄭にわ牟ゑ保健夢実態を輝學するこξができ、るも

のと考きられかそ、の結黒によっ1て～こ対象はどのよラ な養

育を崇けてきたかを知りゴそれ犀対する必要な養育を検

討するζとができる。・

　この見地に立ち‘我々は一地域におけるある年度中に

出生 した小児にづいて， 出生時から義務教育終了年次ま

での各種健康診査等の資料をもとにしてレ経時的な身体

発育状態をはじあとし亡1疾病異常の発生頻度，栄養状
　　ヂ　ヘ　　　　 てド ヘ　 　　　　ドじ　　　　　　 　　　　　　　ヨ　　　

態など小児期の保健の実態を調査することにし，それに

声り舞脚擁翻ゆた鱒での脚’児堺即
あり方を検討ずおことを自的とした。

　今回は1そのうち1身体発育状態にづい七報告ずる6・
さらにダごと毒は小児期の肥満や rるい痩ナめ経時的経

過をも観察したσ

一 体型は遺伝的条件も無桟できないが，健康状態や栄養

摸取状憩などの菱青条件あ影響を受けるもφ賄あること

は否定セきずゴ小児期の体型め経時的観察1・評価は美送

な意義をもちているこ芝はいうまセもない占・〆｝P軽斧

　　　　　　み這一1＝ 一1戸∫r”㌧一『　　’∵㌧　 r えヲン，

　E・対象及び芳法ひ

　・対象はlll富山県南薪川郡立山町Fとお‘』・てゴ965年4月2

　日がらi白66年4舟iヨ寒竜の間鏡出生もた児めうぢド乳

　幼兜窺♪学童期を1同町港過1じξ1』ig壼b年3月牝同町立中学

　校を卒業したもの，男児176名，女児151名f計327名

　である。　’1身1☆）　急郵レ i、．1

．、

＝で；t弘⇒
㌔1

　ぎぢ

』これらの小児個舛づいて洞町が実施した麹児期：

、1ρ題診韓請児穂饗誇鄭麹る懸診査票・．

，購額轄麹鰍県煙僻所螺勧牟鰹騨査の
，1鋒紳ご璽中学校聾ける鯉診断撃や轡9
　掌かかう今回は暑弊群潰弊碧採馬、㌧紅。

　　蝋』莚で鱒磯趣1腿朋児β靴留
卸ヵ月卿磯融3勲力胆墾・い序の年脳
φ幼児翻郷各灘康鱒喉難れて参り・、砂際

Φ計測講を用賭・趨・1’醗蝉吻各讐墜
、1こ実施さ．むた健康診断の結果を耶廃餐21　・♪、

1、ゴ、γト・

　身体発育状態及び体型の評価判庫にあたヴては次の計i

　測値及び指数を用い牝ゼすなわち；1ξ体重，身長揖ぴ取囲1

　は出生時を含む全てあ年灯齢及ぴ学年で，・頭囲は出生時：

　から1歳まで，座高は小学棟及び中学校の全学年で，体r

・型につい七は乳幼児期はカウプ指数，瀦、・中学時代はロ、

←レル徽樋ゆ対象勉おい旗出し蘇用したよ
’また1卸細ζついす全ての年趨及季学年φ腿
一が揃っているとは限ら轟めで，』比較的多くの対象児の値・
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が求められ，さらに発育を検討するうえで有意義である

とともに健康管理上重要と思われる年月齢及び学年，出

生時，3カ月，6カ月，1歳，3歳』小学3年，同6年

及び中学3年を選び，これらの年月齢及び学年の全ての

記録が確実に揃っているものを追跡可能群として，身長，

体重及び体型の推移を検討した。なお，この追跡可能群

は男児82例，女児76例，計158例である。

皿　地域の概要

　富山県立山町は，西を富山市と常願寺川で塊し，立山

連峰を構成する山地が東及ぴ南に位置し，それが町面積

の約％を占めている。人口は約留，000人の農林業を中心

とした町である。富山県はかつては小児保健のレベルは

必ずしも高いとはいえず，同町は県内でも乳児死亡率が

高く，低出生体産児の出生頻度もかなり多かった。その

点を町当局は十分に反省し，母子保健事業を町政の璽点

施策にかかげて改善に努力した。その意志は現在も受け

継がれている。例えば，母子健康センターを県下でも最

も早い時期に設置し，1977年より実施された1歳6カ月

児健康診査を県下のトッブをきって導入するなど，県内

の母子保健行政の先駆的立場をとっている地域である。

しかし，総合病院はなく，診療所が町内11カ所にあり，

小児科専門は1施誤である。町内の大部分の乳幼児はこ

の診療所で受診しラ健康診査にはこの診療所の医師が必

ず参画 している。

　表1　身体発育状態（体重・身長）　（全例）

w　結　果

　1．各時期における体位

　対象とした小児の出生時以後中学3年時に至る間の体

位を表夏及び表2に示した。

　〔1牲差
　出生時から小学4年時までは全ての計測値の平均値は

男児の方が女児よりも大きい。しかし，小学5年時から

中学1年時までは，胸囲を除いて，身長，体重及び座高

において，その平均値が男児より女児の方が大きい値を

みせるが，その後は再び男児が女児のそれを上廻るよう

になる。なお，胸囲は中学2年時まで男子より女児が大

きいQ

　l21全国平均との比較

　対象児の体位を評価するために， 対象児が示した体位

を全国的な位置づけを行ったQすなわち，乳幼児期は厚

生省乳幼児身体発育調査結果と，小及び中学時は各学年

に相当する年次の文部省学校保健統計調査報告と比較し

た。

　この対象児の乳幼児期の評価にあたっては出生年次か

らいっ亡昭和35年厚生省乳幼児身体調査に基づいた発育
　け
値（以下，昭和35年摩生省値という）を用いて評価判定

していたが，対象児が次回厚生省乳幼児身体発育調査に

相当する昭和45年度調査に基づく発育値の作成された年
度の5年前の出生であるという点を考慮してその発育虐

男 女

体 重（㎏） 身　　長（cm） 体 璽（㎏） 身　　長（cm）

例数 平均値　標準偏差 例数　平均値　標準偏差 例数　平均値　標準偏差 例数　平均値　標準偏差

出生時 176 3．13 0．44
134
49．8 2．2 151

3．05 0．42
122
49．6 2．2

3カ月 、164 6．56 0．78
164
60．5 2．6

134
5．93 0．78

133
58．8 2．7

6カ月
155
8．24 0．87

155
67．0 2．3

128
7．63 0．82

128
65．4 2．2

1　歳
156
9．80 1．01

156
75．0 2．3 126

9．18 1．02
126
73．5 2．6

2　歳
1147

11．98 1．17
145
85．0 2．7 124

11．25 1．18
124
84．0 2．8

3歳 141
14．75 1．41

r141
96．1 3．4 122

14．24 1．43
121
95．0 3．5

小学1
157 20．86一 3．01

157
115．3 5．0

142
20．64 5．15

141
114．3 4．5

2 158 23，53 　　』．82 158
121．4 5．2 141

22．95 3．28
141
120．4 4．9

3 166 26．62 4．48 164 126．9 5．4 144
25．77 3．81

144 126．1 5．4

4 165 29．83 5，57 164 132．2 5．6 工45 29．18 4．80
145 132．1 6．0

5 165 33．39 6．54 165 137．8 6．0 145 33．70 6．00
145 138．9 6．9

6 165 37，22 6．97 165 143．4 6．8 145 38．12 7．40 工45 145．5 7．2

中学1
145
42．54 8．11

145 150．4 7．9
126
42．84 6．65

126
150．8 5．9

2 145 49．20 9．10 145 158．3 8．0 126
47．82 6．58

126
154．3 5．2

3 162 55．27 8．88 162 164．6 6．5 144
51．17 6．59

144
156．0 5．0
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2　身体発育状態（胸囲・頭囲。座高）　（全例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，㌧．、

ご い　　　　　男 （卿　　　女

・．
り胸　・阻（c皿） 頭∵ 棚 （cm）、i、

r笹【・． 胞 画、（c皿）
『』ll．・願・、』囲（c皿）

例数　平均値　標準偏差 例数　平均値　標準偏差 例数r平均値　標準偏差 例数　平均値 標準偏差

出生時　136 　32．6

3胡16啄41・0、
6カ・月　　　　　43．9．

1』』 156』 46，7
　ベセ
～一一『蘇14す49・

71

ぎ薄即51・σ
小，学1　157 　57，6

　　2　158　60．7

　　316362．7『』

　　416564．2
　　5　

164r
67，8

　 6ほ65』「、 、＝70・・臥

；中学1 145』、 ；73，2

　12 ．ン；矩 、⑱9
　　3　　162、　　82．9 ㎏

1．9 　136．、、33．51

1．a、　163 40．6

1・9，1541 437』
　　　　．．3、、 47，6
a隻l

z亥．

3．2、　157－64．6

4，ql　　6η『
4．3　i63』一 70．0
5，5　　　　165　　　72．3

5F3・1
二
、r 16臥・

739
9－i

二5、β㌧c．、」1165El・・76・・8∵r

5・ 9．凌1一㌧1斗45』’r80ご8』

β7β＝ゾ、二、145

，6・0 ．　 162　　　89・3

1．7、

1．31「

1，3

1；1．、

座 r高（画〉

例数 平均値　標準偏差

G

3．σ

3．0

3．2

3．7

4．5

．、4，8

4．2．

　121r132β』　1．5
1照3就6。ンaφ

　伽、4蜘r　1，珠
　　　　　　　　　ヒの　126、4賦，．2・よ

　124．48，才
　　　　　　　　　ら　122　50ぐ61　2』3　　例数

　14σ　55．7　　　　141
　　　　　　　　3． 4「　14Q、

　143　 　60．7　　　　　5．5　　　　144

　144　　63．0　　　4，9　　　144

rヤ、’ 145．f、 67∋乙Lト：1 レ』㌶瓶・・」45

　
145 　　　　　　　　　　　　　　　　　．144・

　r 1β6 、　　　　　、126、
　12679・131り．○、5ユ　．12負．

　144　3乞「1．、 、4、3 　144

　　33．0　　　　　1，〔ミ　、

ゴ341 39．4：　1．3「

123：42，6』　惚

座‘ 高 （加）

平均植標準偏差

64．2、、　2．7し
　　こ一こ・　　　諺
66・9，

69．6　　3，1

72．3　　3．3

75．0

じ78，8 r

82、7q v
　　　　　　ち

ヒ

』β自＝％ 」3r‡ノ』

86，6㌧ 　　．3．0、

「、　β

（以下，昭和45年厚生省値という）と，も比較したb・』臓｝l

y｛孟醗幼県期・・い ・㌧r・！一
、二t・洋　』・　

1．・』
㌔ご二

．，

　出生時塑ら③戴時ま蔭Φ身長冠体軍年脚囲取び頭囲ゑ

昭和35年摩生省値と比較レたところ，出生時はほぼ差は

ないが，乳幼児期の各年月齢とも対象児Φ計測値が昭和

35年摩生省値を有意（P＜0．005）に上廻っている。特に，

体軍倭その傾向炉顕著饗毒ぐ｛（p《q，qo1渥拠で』．、卜

さ・らに・．曜和櫛年厚隼省値出g）問の地較ではア出生時

昼頭著な葦捗なレ通㍉、余鷲の計測値の平均恒僻曜和喋5年

彫生省を下理つて部り1身最1ζ寿りてより顕著な傾向が

参られた。二， ＼、r『
1　τ1、～＝
特，㌧ 、し 1、ピ、》」

∫li沙孕び中学時、“r、＝．脇参；．園贈顎』’、

遺郵課照む郭鱒瑠弓おい砿部響躍健
統敏硯恒糞一ヒ廻？て部りr・、例典ば・卜小学盃年時は男家と

もρ．5、解参牽牟みら砲たザ，．同争年時では男県赤Q♪餌謡

客児ρ魚鰯掴阜無時叫拷静ぐ弗1βc皿鍬」凱・中
学⇒、年時年廻真峻、¢ζ 夏・4㎝ζレ）う舞頓苓？日ているσ，す

なわち，学年輝進む年つれて全国との舞が太き：くなるこ

≧力物力｝ゑ9r、1∵、 1ヨー． ＝　冠 一で ’』、一．

、鉢璽塔関レ蓄易る出次の如く 塔なる。すなわち露男児

で骸傘学穿嬉特りて学棟保健統計の桔果より大きくμ特

際、ε、虫学時に亀吟頂堅≧0γ8・5胸の差がみられる。づ方・

家犀獲準男児に堵」て顕著な傾自‘まうられないかいM

こ聰囲尽喋摩箇照2吟恩も岨1醤嘩同様のぐζ参い農・、文

部省学簗侭鯉線言㌻艦比して大き猿値ゑ呈してQそ免、・，パ

、
・二 ド　

．．

‘1．△烈』，卜．・〕』』 　．
、．

斗罫「二』；己 「銀

民2’｝、体型にっいて二、餅Φ弊窮・ 、1”、 11ン聴ll抱y奉蟻

，

1表3に体型の推移にづいて示：したσ 先にも述拭彊轟う

に＝表乳幼兜期はカゥプ指数l 小及び中学生期は犀ヴ、ヒル

1指数に1よって評価判定し た。｝r 黛＞ft 喚．』』 『　 f《l！l♪

　表3、一・ 身体発費状態』（体型指数）丼（全例）S・ ♪1蹴輪

・・ ）＝へ身歪 ㌧姜』 団＞

例数平均値鮮薩 麟1ギ噸禅嚇差
出生時：ノ　’

、133 、12・了　1・・3醇・ 421丑酵迄，3・餌

3カ月，16農．。1箕！9㌧ 、1・9き 13呂・ 1ヱ熱…，1・飯

1βFl胡 151一ユ8．2r．，ユ’4κ．・127囲17《8㌧』み4 、

；1三1磯 頑6二17，4 ・ 王‘4・ 享25 16．9∴1ユ亀窮1

㌔2・　歳 ユ41　』　46二 4　　　 r1．11
こ 1122．15ご9（｝弓1．2・1

B∵、歳 ・1401、い15．9 二「 』0シ・ 120 1ド15，．8、『：乙』工21一

小学1■157マ13ε5　二1α9泣 141／rL1言514 壇2落信）
＝愛 1聡8可31iσ㌧ざ捻1

’二 伽〆ゴ31♪8ぴ㌧12ゴ』
、　　　’

へ 』3
∫f6311二112b㎏・1 1a6と』ノ・ 144・f12色壱モ噴露）さ

潜・4ゼ

ナ等＝1丁

　5－
　6牝
x、

蝉！l

・絃’1魏
1
”15，6！

イ』r　　　　・1165
．1：261 7

　P』

65塒5r11生9．』
　　　　　　　

　　、　　　　　　

、1451242　14，9

、真15L…1麟翼鴎14臥

燐％亡腿『145ヌ鶴，・煙二、㌔1零臥塀1無、苺騰

2 145、123． 2　 14．7． ・ユ2りβQ患，煙1魎
3 16孝・1236汽i1転2・受 144』ユ3鼻9痢囎ぞ＄…憾

一53』一
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表4　体型分布（追跡例）

男　（82例） 女　（7倒列）

肥満傾向群 普通 群 やせ傾向群 肥満傾向群 普通群 やせ傾向群

人　　　％ 人　　　彩 人　　　％ 人　　　％ 人　　　％ 人　　　彩

出生時 27　　32，9 30　　36．6 25　　30．5 17　　22，4 38　　50．0 21　　27，6

3カ月 32　　39，0
32 　　39．0 18　　22．0 18　　23，7 34　　44．7 24　　31，6

6カ月 28　　34．1 37　　45．1 17　　20．7 24　　31．6 27　　35．5 25　　32．9

1　歳 29　　35． 4 23　　28．0 30　　36．6 23　　30．3 28　　36．8
25
　32．9

3　歳 28　　34，1 35　　42．7 19　　23，2 20　　26．3 27　　35．5 29　　38．2

小学3 14　　17．1 47　　57．3 21　　25，6 2σ　　26．3 24　　31．6 32　　42．1
6 20　　24，4 35　　42．7 27　　32．9 21　　27．6 21　　27．6 34　　44，8

中学3 19　　23，2 33　　40，2 30　　36．6 20　　26．3 26　　34．2 30　　39，5

　乳幼児期では，男児がやや大きい値を示すが，有意差

は認められない。しかし，小学6年時以後になると女児の

方が大きい値を呈するようになり，中学2及び3年時に

おいてはその差は顕著ξなる（P＜0．01）o

　カウプ指数は，生後6カ月時が最も大きく，1歳時以

後は年齢が進むにつれてその値は小さくなる。ローレル

指数の推移には，男児と女児の間に差異が認めちれ，男

児は学年が進むにつれて漸小傾向がみられるのに対して，

女児は小学6年時までみられた漸小傾向は中学生になる

と消え，逆に大きくなっていく。換言すれば，乳幼児期

には体型にはほとんど性差はなく，思春期を迎えるまで

は男女児ともに細身化が進み，思春期を迎え年齢が大き

くなるにつれて，女児では円味を帯びてくる。

　3．追跡可能群の体型の推移

’追跡可能群ゐ個々にっい亡カウプ及びローレル指数に

よって，その体型の推移を検討した。体型を次の如く区

分し，出生時より中学3年時まで体型の推移を比較した。

すなわち，全対象児から各指数の年月齢別及び学年別平

均値を求め，その平均値士％標準偏差を普通群，それよ

り大きいものを肥満傾向群，それより小さいものをやせ

傾向群として区分した。表4はその体型分布を示したも

のである。肥満傾向群の分布状況は，男児では乳幼児期

に3割であった炉，小及び中学時には20％台に減少し，

女児では6カ月児と工歳時を除き同様に2割にすぎない。

一方， やせ傾向群は男児では学童期以後には肥満傾向群

よりも多く，女児では全ての期間で肥満傾向群より多い。

　追跡可能男児82例中，出生時に肥満傾向群に属してい

たものは27例あり，全期間を通じて肥満傾向のままで推

移したものはないが，普通群30例中1例，やせ傾向群25

例中1例に同じ区分で経過したものがみられた。同様に

女児76例中，出生時肥満傾向群17例及びやせ傾向群21例

中それぞれ1例が全期間同一体型で経過した。

　体型の経過を衷5に示した。出生時の体型が中学3年

時にどのような体型に変化しているかをみると，男児で

は6割，女児では8割のものに体型区分に変化が生じて

いる。例えば，出生時にやせ傾向であったものでは，中

学3年時には，男児の24．0％，女児の38．1％が肥満傾向

に変化している。

　出生時をはじめ各年月齢及び学年間の体型の相関を表

6に示した。年齢が近いほど相関係数は大きい。

V　考　察

　小児の発育，発達を経時的に観察評価することの重要

性は，個々の小児の発育発達バターンを把握できるのみで

なく1 小児期の健康管理上有意義な情報を提示してくれ
　　　　　　　　　　　　　⇔5）6）ることは・これまでの筆者の調査研究においても十分に理

解できる。さらに，石川県の一農村の小学校1年時の体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の格と満20歳時の健康状態との関係を追跡した調査では，

小児の健康に及ぼす条件として体格は重要な因子である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）ことを確認し得たことにも現われている。これを重松は

健康の疫学において経時的調査から得られる重要な結果

であると評価している。しかし，経時的観察評価は重要

であることは否定されないにもかかわらず，研究は余り

多くはない・　そこには多くの困難さが存在してい
　　　　　8）
るためである。特に大きな集団を対象とした場合には，

その集団からの「おちこぼれ」を完全に防ぐことが出来

ないという最大の悩みがある。今回もその陣壁に直面し

たことはいうまでもない。同一地域内で同一年度に出生

した小児を対象とし，そのほとんどが同一の小学校及び

中学校に進んでいたが，全員の全ての情報を入手するこ

とができず，やっと半数のみ完全な資料が得られたにす
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高野他：小児の身体発育に関す多研究

表5．体型推移（追跡例）
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表6　体型の相関

出生時　　　3ヵ月　　　6カ月　　　1歳　　　　3歳　　　小学3　　小学6　　中学3

出生時 ＊0．25　＊牌0．38　　　0．18　＊＊0．29　　　0．19　＊＊0．30　＊　0．19

3カ月 0．25　　　　　　　継＊0．67　＊＊＊0．40　＊＊＊0，36　＊　0，26　＊　0．25　＊　0，22

6カ月 0．38　　　　　　　0．67　　　　　　　　　　　　　＊＊＊0．66　　　　＊＊＊0．51　　　＊＊＊0．35　　　　＊＊　0．31　　　＊　　0．26

男
工　歳

　歳

0．工8　　　　　　　0，40　　　　　　0．66　　　　　　　　　　　　　＊＊＊0．62　　　＊　　0．26　　　　＊　　0．24　　　　＊＊＊0．22

，29　　　0，36　　　0‘51　　　0．62　　　　　　紳＊0．54　構0，40　棚0．39

小学3 0．19　　　　　　　　0．26　　　　　　　0．35　　　　　　　0．26　　　　　　　0．54　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊0．80　　　　＊＊＊0．74

小学6 0，30　　　　　　　　0．25　　　　　　　0．31　　　　　　　0．24　　　　　　　0．40　　　　　　　0．80　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．84

中学3 0．19　　　　　　　　0．22　　　　　　　0．26　　　　　　　0．22　　　　　　　0．39　　　　　　　0．74　　　　　　　0，84

出生時 ＊　0．23　　　　　　0．18　　　　　　0．01　　　　　－0．006　　　　　0．07　　　　　－0．02　　　　　　0．04

3カ月 0．23　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊0．59　　　　＊　　0．27　　　　＊＊＊0．46　　　　＊＊　0．35　　　　＊＊　0．35　　　　＊＊　0．31

6カ月 0，18　　　　　　　0．59　　　　　　　　　　　　　＊＊＊0．57　　　　＊＊＊0．46　　　　＊＊＊0．41　　　＊＊　0．33　　　　＊　　0，25

女
1　歳
　歳

　0．01　　　　　　　0．27　　　　　　0．55　　　　　　　　　　　　　＊＊＊0，53　　　　＊綜0，50　　　　＊＊＊0．41　　　＊　　0．28

0，006　　0，46　　0．46　　0．53　　　　　、辮0，62　辮0．42　構0．44

小学3 0．07　　　　　　　0，35　　　　　　0．41　　　　　　0．50　　　　　　0．62　　　　　　　　　　　　　＊株0．83　　　　＊＊＊0．76

小学6 一〇．02　　　　　　　　0．35　　　　　　　0．33　　　　　　　0．41　　　　　　　0．42　　　　　　　0．83　　　　　　　　　　　　　　構0．85

中学3 0．04　　　　　　　　　　0．31　　　　　　　　0．25　　　　　　　　0．28　　　　　　　　　0．44　　　　　　　　　0．76　　　　　　　　　0．85

＊P〈0．05 継P＜0．01 ＊＊＊P＜0．001

ぎない。

　さて，この対象について出生から中学3年時までの発

育状態を上記のような条件下ではあったが追跡できたこ

とは，この地域（窟山県中新川郡立山町）の小児保健の

実態把握に，僅かではあるが役立ったと自負している。

すなわち，乳幼児期の発育状態の評価から，この地域の

乳幼児期の健康管理の充実を栄養改善，疾病予防，養育

態度の向上などといった多角的に考えるべきことが指摘

し得ると思われる。それは，この対象児が出生した後10

年以上経て出生した小児を対象とした同じ地域で実施さ
　　　　　9）LO）
れた調査研究においても同様のことが把握できたためで

ある。

　この対象の発育状態の評価にあたっては，乳幼児期で
　　　　　　　　　D　　　　　　　　　　　　　　2）
は昭和35年度厚生省値と昭和45年度厚生省値を用いた。

その場合，前者との間には有意差をもって対象児が大き

く，後者の場合は対象児の方が有意差はないが，下廻っ

た値を呈した。この対象の出生した年度は1965年度であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
るので，発育評砺爾基準は昭和35年度厚生省値である。

その当時の乳幼児の身体発育は非常に顕著なものがあり，

10年間という年月では同一の発育値を以って評価する際
　　　　　　　　　　　　　　ロい
に不合理が生じていたことが宮崎らの調査でもわかる。

しかし，この対象の出生後5年を経て作成された昭和45

年度厚生省値を基準にした比較では，対象児が下廻った

発育状態を示している。このことは，1965年から1970年の

5年間のわが国の乳幼児の発育状態は1対象児において

みられた発育状態よりさらに顕著なものであり，対象児

はそのレベルにまで至ってはいなかったことを証明して

いると，思われる。

　1980年に全国乳幼児身体発育調査が実施されたが，そ

の結果のなかには都道府県別の乳幼児の体位は発表され

ていないので，学童期以後のような地域差をみることが

できない。しかし，都市と郡部との間には地域差が認め
　　　　　ロ　ン
られていないことが報告されているq一方，1960年及び

1970年の同調査では都市と郡部との間に乳幼児の発育状
　　　　　　　　1）2）
態に差が認められる。農村に住む対象児にとっては，当

然1965年出生例としては都市の乳幼児との問に差はあっ

たものと想像される。学童期以後の体位についても，加
　13）

藤は都市と農村との問に差を報告している。しかし，対

象の住む寓山県の学童，生徒の体位は全国的にみても大

きい方に属している。対象も各学年とも全国平均を上廻

り，特に，学年が進むにつれてその差は大きくなる。こ
　　　　　　　　　　　　　14）
の体位の地域差については高石の指摘のとおりであり，
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・高野他1小児め身体発育に関ずる研究

北方地域に住む人概民族が南方のそれに比して高身長
　　　　　　　　　　　　L5）　　　　　　　　L6）
である とし、、う古くからの指摘にっいて1．高橋もその分布

を発表しているが，その原因についてはわが国の場合に

rは明確な回答がない6対象児の乳幼児期の体位からみて，

学童期以後1 特に ヂ1し、わゆる思春期の頃の体位が必ずし

も予測し得ないように思われる。 農村に住む対象であり

ながら，全国平均を上廻る体位を示しているPことは，、富

山県を含む東北，北陸地方の地域特性が影響しているも

のと考え られる。　 』1ン ．・
一・1二二』　　i…

　　　　　　　　　　　　　　　　　L5）
小児の発育には栄養が大きな役割を果すが，でこの地域

における乳幼児期の栄養∫特に， 離乳と幼児期初期の食
　　　　　　　　　　　　　　ヨの事には問題が全くないわけではない6先にも述べたよう

に対象児よりも10年以上経って出生した例においでもぞ

のような指摘ができるか．ら， まし．て10年前のこ乙とは想像

』に難しくなヤ、・、d、学童では学校給食の影響が大きな要素と

して作胴し，乳幼児期で劣ってレ・た体位を盛り返すよう

なcatch－up現象がみられたとも考えられる。終戦直後の学

童期では現在のような顕著な地域差がみられず，むしろ，

大都市を含む都府県の体位が優れていたという結果もみ

られたが，最近のような体位の地域差は単に栄養だけが

その原因とは考えられない⇔他の社会的または養育上の

因子も原因として考えておかなければならぬのではなか

ろうか。

　体型の評価も発育を観察するう1えにおいて重要である。

体型にほ遺伝的要因も影響するが，栄養や疾病異常など

とも密接な関係がある。それ故，体型の経時的評価も健

康管理上無視できない。出生時かぢ中学生までの期間の

体型の推移は，個人的レベルでみてもかなり変化に富ん

でおり，出生時の体型で中学生の体型を予測することは

容易ではない。むしろ，乳幼児期の体型について十分な

る評価を行なうことにより，その後の時期の体型に注意

すべき指示を行なうことが望ましいと考える乙 少数であ

っても，乳幼児期の肥満傾向が，そのまま学童及び中学

生時代の肥満傾向へ移行しているものがみられたことか

ら，特に，肥満傾向の乳幼児の保健指導は重要であると
　　　　　　　　　　　L8〉　　　　　　　　　　　19）
思われる。このことは沢田の報告，筆者（高野），その他
の報響聡みられる．

　以上から小児の発育を経時的に観察評価することの重

要性を再認識するとともに，小児を対象とした保健指導

は，長期間のライフサイクルという展望のもとに実施し

なければならぬことが明確にされたと思う。

w　結論

　同一地域で同一年度1に出生した小児を，出生がぢ中学

3年まぞ経蒔酌に発育状憩め観察評価を行なら1た。｛ と

’α1乳幼兜期技ぴ小学校甘年まぞは勇児が女児を上廻る

体毬を示皆が，1蔓れ以後ば女児が男児よφ大ぎい値を示

翌5体塑観心そあ頃ふら麦兜恭内味を帯び男児ほ細身化

が進む。　　〆＝一1 』1

弓巴1
l　l』　一六 鞠琵、三＝ 峠㌦窟

・㈲乳幼兜期あ尭育状態を全薗的位躍づけでみ唐と≧ド必

ずしも優れそ群みどはいえない6 しがし，学壼期以後で

ほ全七6計測値にお6セい各学年に相当渉る年度の文部

省学校保健統計に示ぎれて6る値より大ぎぐなりぢノ学年

が進むにうれてその傾向ほな0顕著になるぷ．．

ノi③対象あせがから奎老め庫月齢友び学年における資料

の完備したものを抽出し，その例にづいて体型め推移を

観察したとヒニろfl予出生蒔から同じ体型区分で中学3郊ま

で経過するものは少なく，男児では6割，女児では8割

に体型区分に変化がみられた。

　141各年月齢及び学年間の体型の相関をみたところ・年

齢が近いほど高い相関を示した。

今回の調査研究にあたり，ご協力を頂いた富山県中新

川郡立山町の関係職員の方々，同町の村田　巧先生（村

田医院）に厚く感謝いたします。
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